
 

○北海道大学水産学部附属練習船おしょろ丸共同利用規程 

平成22年12月20日 

海大達第318号 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人北海道大学組織規則（平成16年海大達第31号）第21条の

２第２項の規定に基づき，北海道大学水産学部附属練習船おしょろ丸（以下「練習船」と

いう。）の共同利用について定めるものである。 

（定義） 

第２条 この規程において「共同利用」とは，北海道大学以外の他の大学，短期大学又は高

等専門学校の教育課程における単位の認定を伴う乗船実習を行うため，当該他の大学，短

期大学又は高等専門学校の学生が練習船を利用することをいう。 

（協議会） 

第３条 北海道大学水産学部（第５条及び第10条において「本学部」という。）に，北海道

大学水産学部長（以下「学部長」という。）の諮問に応じ，共同利用の実施に関する重要

事項であって学部長が必要と認めるものについて調査審議するため，附属練習船おしょろ

丸共同利用協議会（次項及び第５条において「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。 

（共同利用の公募） 

第４条 学部長は，所定の期日までに次年度の共同利用について公募を行うものとする。 

（共同利用の申請及び許可） 

第５条 共同利用を行おうとする者は，所定の申請書を学部長に提出し，その許可を受けな

ければならない。 

２ 学部長は，前項の規定による申請書の提出があったときは，協議会及び本学部の教授会

の議を経て，これを許可するものとする。 

３ 学部長は，前項の許可をしたときは，速やかに，その旨を申請書を提出した者に通知す

るものとする。 

４ 共同利用の許可を受けた者（以下「共同利用者」という。）が，申請の内容を変更する

ときは，速やかに学部長に申し出て，その許可を受けなければならない。この場合におい

ては，前２項の規定を準用する。 

（乗船実習における教育） 

第６条 乗船実習における教育は，原則として練習船の職員が行うものとする。 

（共同利用者の注意義務） 

第７条 共同利用者は，この規程等を遵守し，練習船の規律の保持及び設備等の保全に努め

るものとする。 

（損害賠償） 

第８条 共同利用者は，その責に帰すべき事由により，練習船の設備，備品等を損傷又は滅

失したときは，その損害を賠償しなければならない。 

（事務） 

第９条 練習船の共同利用に関する事務は，函館キャンパス事務部が処理する。 

（雑則） 

第10条 この規程に定めるもののほか，共同利用に関し必要な事項は，本学部の教授会の議

を経て，学部長が定める。 

附 則 

この規程は，平成22年12月20日から施行する。 


